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How Classroom Teachers Promote their Students’ Ability of Help
-Seeking in their Classes(2)
―The relations among teachers’ supports, classroom climate and help-seeking―
Mari TSUDA and Tazuko AOKI 
The ability of help-seeking could be very important to adopt their school life for children and 
students. The purpose of this study is to examine how classroom teachers promote their students’ ability 
about it. Twenty classroom teachers and their students, totally seven hundred and seven students from 
5th graders to 8th graders participate in this research. First, teachers answered about their supports in 
classrooms according to three strategies, they were through cognitive change, through ability of help-
seeking, intention for it and solidarity among their classroom. We discussed about the effectiveness of 
three strategies, developmental differences to use them and the effectiveness the solidarity of classroom. 
Additionally, we discussed classroom teacher should be key person to promote help-seeking ability of 
their children and students.
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実施した．H 大学 3 年生 83 名に対し，援助要請スキ
ルに関する尺度 ( 鶴田・有倉 , 2007; 阿部・水野・石隈 , 
2006 から 13 項目 )，被援助志向性尺度 ( 本田・新井・
石隈 , 2008 から 7 項目 )，問題解決方略 ( 筆者により
10 項目作成 )，そして小学校時代を想起させ，学級担
任の支援項目を 2 人の担任に対して，またそのうちの
1 クラスについて学級風土尺度 ( 伊藤・松井 , 2001 か

























名の学級担任 ( 中学校：男性 4 名・女性 4 名，小学校：
男性 5 名・女性 7 名 ) と小学 5 年生から中学 2 年生，
計 707 名 ( 小学校：5 年男子 109 名・女子 95 名・不明
1 名，6 年男子 141 名・女子 93 名・不明 1 名，中学校：
1 年子 71 名・女子 72 名，不明 3 名，2 年男子 63 名・












援助要請行動尺度 15 項目，学級担任の支援項目 14 項
目であった．それぞれ，「非常に当てはまる (5点 )」〜「全














り支援の 3 因子構造が予測されたため，因子数を 3 に
固定し，因子分析 ( 最尤法，プロマックス回転 ) をお
こなった．因子負荷量が .40 以下の項目 ( 項目 4_1 と
4_14) は削除した．その結果，α 係数が十分な値が得
られ，仮説と内容の整合性もみられたため，解釈可能





2) 児童の援助要請尺度　援助要請尺度 12 項目につい
て，因子分析 ( 最尤法 ) をおこなった．固有値の減衰
状況から 2 因子解を採用した．次に，因子数を 2 に固
定し，因子負荷量 .35 以下の項目 2-4，2-7 を削除し，
再度因子分析をおこなった ( 最尤法，プロマックス回
転 )．全 11 項目の因子負荷量が .40 以上，α 係数も十
分な値が得られたため両項目除し，2 因子構造 11 項
目を採用した ( 表 2)． 
表２　児童の援助要請尺度
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3) 児童から見た学級風土　学級風土尺度 6 項目につ
いて，因子分析 ( 最尤法 ) をおこなった．固有値 1 を
基準とし，因子負荷量は全項目 .50 以上であり，α 係
数も十分な値が得られた．そのため，因子名を連帯感
















その結果，援助要請スキル得点 (t(520.968) ＝ -2.170，
p<.001) と 被 援 助 志 向 性 得 点 (t(525.908) ＝ -3.927，
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( スキル：t(14.957) ＝ -2.440，p<.05，人間関係：
t(15) ＝ -4.550，p<.001，認知：t(11.874) ＝ -4.800，
p<.001)．ここから，高群の教師は低群の教師に比
べ，3 因子全ての支援を実施していると言える．
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